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221124-10 1

事象判定プロセスの指摘事項など，7.1.1の内容に
ついて水平展開を図ること。

R4.11.24 後日回答予定  

7.1.1など他事象での指摘事項に対しても、7.1.3
に反映すべき事項があれば適切に反映する。
具体的な例として、事象判定プロセスに関しては
大飯・高浜に合わせて泊でも作成する方向で検討
中。

 2023年1月

221124-11 2

全体)
1次冷却材，1次冷却系を適切に使い分けること

R4.11.24 本日回答  

１次冷却材、１次冷却系を使用する場合には以下
で統一する。
・１次冷却材圧力
・１次冷却材温度
・１次冷却系保有水量
【変更前】
１次冷却材の保有水量の減少
【変更後】
１次冷却系保有水量の減少

資料2-1「泊発電所３号炉 重大事故等対策の有効性評価 7.1.3 原子炉
補機冷却機能喪失（SAE713 r.6.0）」
・p.7.1.3-1

資料2-2「泊発電所３号炉 重大事故等対策の有効性評価 比較表 7.1.3 
原子炉補機冷却機能喪失（SAE713-9 r.6.0）」
・p.1,2

 

221124-12 3

P2）
「本事故シーケンスグループは，”原子炉補機冷
却機能”が喪失・・・”代替炉心注水機能”に対
する・・・に期待する」との記載について，対応
が取れるように記載の適正化を検討すること。
（BWRでの記載を参考） R4.11.24 本日回答  

以下のとおり記載の適正化を行った。
【変更前】
このため，重大事故等対策の有効性評価には，代
替炉心注水機能に対する重大事故等対処設備に期
待することが考えられる。
【変更後】
このため，重大事故等対策の有効性評価には，原
子炉補機冷却機能が喪失した場合においても炉心
冷却が可能な重大事故等対処設備に期待すること
が考えられる。

資料2-1「泊発電所３号炉 重大事故等対策の有効性評価 7.1.3 原子炉
補機冷却機能喪失（SAE713 r.6.0）」
・p.7.1.3-2

資料2-2「泊発電所３号炉 重大事故等対策の有効性評価 比較表 7.1.3 
原子炉補機冷却機能喪失（SAE713-9 r.6.0）」
・p.2

 

221124-13 4

P17)
可搬型温度計測装置の記載が大飯・高浜と異なる
ため位置付けを確認して，必要であれば適正化す
ること（7.1.3.1表（５／５））

R4.11.24 本日回答  

可搬型温度計測装置の位置づけを確認した結果、
大飯・高浜と同様の記載に変更する。
【変更前】
可搬型計器：可搬型温度計測装置
計装設備　：格納容器再循環ユニット入口温度／
出口温度
【変更後】
可搬型計器：（削除）
計装設備　：可搬型温度計測装置（納容器再循環
ユニット入口温度／出口温度）

資料2-1「泊発電所３号炉 重大事故等対策の有効性評価 7.1.3 原子炉
補機冷却機能喪失（SAE713 r.6.0）」
・p.7.1.3-16

資料2-2「泊発電所３号炉 重大事故等対策の有効性評価 比較表 7.1.3 
原子炉補機冷却機能喪失（SAE713-9 r.6.0）」
・p.17
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